
2020-7-7   上 智 ⼤ 学   ⽥ 村 恭 久  
教 育 デー タ の 利 活 ⽤ に 関 す る 有 識 者 会 議 に 対 す る 意 ⾒  

 
◆ 教 育 デー タ を 利 活 ⽤ す る ⽬ 的 を ど う 考 え る べ き か。 ま た、 ど の よ う な 点 を 期 待 す る か。  

● 教 師 や 学 校 の 管 理 者 の 事 務 作 業 の 軽 減 ： 児 童 ⽣ 徒 の 学 習 状 況 把 握 を ⽀ 援 し、 「 ICT で な 
く、 教 師 で な け れ ば で き な い こ と」 に 集 中 で き る 環 境 構 築 を ⽬ 指 す  

● 児 童 ⽣ 徒 の 個 別 最 適 な 学 び へ ： 学 習 達 成 度、 学 習 に 要 す る 時 間、 学 習 ス タ イ ル に 応 じ た 個 
別 学 習 を ⽀ 援 す る  

◆ 教 育 デー タ 利 活 ⽤ の 具 体 的 場 ⾯ は ど の よ う な も の が 考 え ら れ る か。  
1. 参 考 資 料   P7,   ス ラ イ ド 28 ： 単 元 ID を ⽤ い た 教 材 や ク イ ズ へ の ア ク セ ス  
2. 参 考 資 料   P9,   ス ラ イ ド 33 ： 学 習 者 ID を ⽤ い た 学 習 履 歴 の 時 系 列 分 析  
3. 参 考 資 料   P10,   ス ラ イ ド 38 ： LTI を ⽤ い た オー プ ン な 学 習 環 境 へ の ア ク セ ス と 履 歴 取 得  
4. 参 考 資 料   P17 〜 19,   ス ラ イ ド 23 〜 32 ： 学 習 履 歴 分 析 の 研 究 例  
5. 参 考 資 料   P24,   ス ラ イ ド 7 ： 学 習 履 歴 分 析   サー ベ イ 論 ⽂ に よ る ⽬ 的 分 類  
6. 参 考 資 料   P25 〜 26,   ス ラ イ ド 12 〜 16 ： 学 習 履 歴 分 析 の 製 品・ サー ビ ス 例  

◆ ど の よ う な 教 育 デー タ を 共 通 で 必 要 な も の と し て 標 準 化 す べ き か。  
● 学 習 指 導 要 領 コー ド や 学 習 要 素 ID 、 学 習 者 ID 、 サ ブ シ ス テ ム 間 連 携、 学 習 履 歴  

◆ 教 育 デー タ の 国 際 標 準 規 格、 ⽂ 科 省 の 標 準、 関 連 団 体 の 標 準 の 役 割 分 担 を ど の よ う に 考 え る べ 
き か。  

● 既 存 の 標 準 規 格 を 調 査 し、 利 ⽤ 可 能 な も の は 積 極 活 ⽤ す る ： 参 考 資 料   P3,   ス ラ イ ド 9  
● ⽂ 科 省 や 関 連 団 体 は ⽇ 本 独 ⾃ の フ レー ム ワー ク や デー タ 形 式 を 分 析 す る  
● 標 準 規 格 の 議 論 に 作 業 に 必 要 な メ ン バー ： 参 考 資 料   P3,   ス ラ イ ド 10 を 参 照  

◆ 学 習 履 歴 （ス タ ディ・ ロ グ） 等 の デー タ を 簡 便 に、 継 続 的 に 蓄 積 す る に は ど の よ う な ⽅ 法 で ⾏ 
う べ き か。  

● ⽂ 科 省 ／ 教 育 委 員 会 ／ 教 科 書 会 社 ／ 教 材 会 社 ／ 私 教 育 ベ ン ダー が、 学 習 履 歴 の 利 ⽤ ⽅ 法 
（ユー ス ケー ス） を 議 論 し、 利 活 ⽤ に 必 要 な デー タ 項 ⽬ を 抽 出 す る  

● デー タ 形 式 の 標 準 規 格 を 定 め、 関 連 団 体 が デー タ 取 得 機 能 を 実 装 す る  
● 教 育 委 員 会 や 学 校 を 単 位 と し た PDS   (Personal   Data   Store)   を 整 備 し て 履 歴 を 蓄 積 し、 認 証 
を 受 け た 団 体 が 必 要 に 応 じ て 分 析・ 可 視 化・ 利 活 ⽤ を ⾏ う  

● 学 習 履 歴 の 収 集・ 分 析・ 可 視 化・ 利 活 ⽤ に 係 る マ ク ロ な 費 ⽤ 対 効 果 を ⾒ 積 も る。 分 析 を ⾏ 
う 団 体 の 経 営 が 成 り ⽴ つ コ ス ト モ デ ル を 検 討 す る  

◆ 学 習 履 歴 （ス タ ディ・ ロ グ） 等 の デー タ を 個 ⼈ 情 報 保 護 の 観 点 に 配 慮 し つ つ ⼤ 規 模 に 分 析 す る 
た め に は ど の よ う な ⽅ 法 で ⾏ う べ き か。  

● EU の GDPR に 倣 い、 「履 歴 の 収 集・ 保 存・ 利 活 ⽤」 に つ い て 学 習 者 の 事 前 同 意 を 得 る  
● 各 ⾃ 治 体 の 個 ⼈ 情 報 保 護 条 例 の 内 容 が 微 妙 に 異 なっ て お り、 学 習 履 歴 に 関 し て は 基 準 の 統 
⼀ が 望 ま し い （令 和 元 年 度 ま で の ⽂ 科 省・ 総 務 省 の 実 証 事 業 を 参 照）  

◆ 教 育 デー タ の 分 析 や 得 ら れ た 知 ⾒ の 共 有 等 を ど の よ う に 進 め て い く べ き か。  
1. 多 数 の 児 童 ⽣ 徒 の 学 習 履 歴 や 所 要 時 間 を 収 集・ 分 析  
2. 機 械 学 習 (AI) に よ り 学 習 履 歴 を パ ター ン 化 （段 階 的 に 詳 細 化） し、 各々 の パ ター ン に 適 し 
た フィー ド バッ ク ⽅ 法 を 設 計  

3. 機 械 学 習 に よ り、 新 た に 取 得 し た 学 習 履 歴 か ら パ ター ン を 推 定、 適 し た フィー ド バッ ク を 
⾏ う  

4. 分 析 結 果 を 教 師 に も フィー ド バッ ク し、 学 習 者 指 導 を ⽀ 援 す る  
◆ 教 育 デー タ の 利 活 ⽤ を 図 る 上 で 考 慮 す べ き 留 意 点 は 何 か。  

● 個々 の 学 習 者 の 履 歴 を 利 活 ⽤ す る た め、 デー タ の 仮 名 化   (Pseudonymisation)   が 必 要。 こ れ 
と プ ラ イ バ シー 保 護 を 両 ⽴ す る 必 要 が あ る ： 参 考 資 料   P29,   ス ラ イ ド 8   参 照  

 
上 記 で 参 照 し て い る 参 考 資 料 （ス ラ イ ド） は、 こ ち ら か ら 参 照 で き ま す。  

https://drive.google.com/file/d/1mb73Cjwpjzk2JLjY9jRgT_UnZnG80QRG/view?usp=sharing
m-doi
テキスト ボックス
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 避

雷
器

 
　

：
 

 

IE
C

 
In

te
rn

at
io

n
al

 
E
le

c
tr

o
te

c
h
n
ic

al
 

C
o
m

m
is

si
o
n

情
報

技
術

分
野

In
fo

rm
at

io
n 

Te
ch

no
lo

gy
IS

O
と

IE
C

が
合

同
で

設
立

全
般

電
気

電
子

技
術

分
野

E
le

ct
ro

te
ch

ni
cc

al

IE
E
E
 

E
C

M
A

 

A
N

S
I 
ア

メ
リ

カ
 

D
IN

 ド
イ

ツ
 

J
S
A

 日
本

 

W
3
C

 

M
P

E
G

 

C
E
N

 
B

lu
-
ra

y 

地
域

 
分

野
 

国
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LT
-S

ta
nd

ar
d

既
存

規
格

の
利

用

•
「
車

輪
の

再
発

明
」
を

避
け

る
–

「
こ

ん
な

規
格

が
あ

れ
ば

」
と

考
え

て
い

る
人

々
は

世
界

中
に

い
る

–
既

に
公

開
さ

れ
、

利
用

で
き

る
規

格
は

た
く
さ

ん
あ

る

–
こ

れ
ら

を
利

用
す

れ
ば

独
自

開
発

の
労

力
が

減
り

、
互

換
性

も
向

上

•
日

本
独

自
に

決
め

る
必

要
が

あ
る

機
能

や
パ

ラ
メ

ー
タ

も
–

学
習

指
導

要
領

、
学

習
者

の
属

性
…

–
標

準
化

団
体

に
提

案
し

、
追

加
・
修

正
を

促
せ

ば
良

い

•
日

本
で

し
か

通
用

し
な

い
規

格
を

作
る

と
…

–
規

格
開

発
に

多
大

な
労

力

–
海

外
の

優
れ

た
教

材
や

シ
ス

テ
ム

・
サ

ブ
シ

ス
テ

ム
を

利
用

で
き

な
い

9
LT

-S
ta

nd
ar

d

標
準

化
作

業
に

必
要

な
メ

ン
バ

ー

●
標

準
化

プ
ロ

セ
ス

の
経

験
者

：
チ

ー
ム

を
統

括
○

利
害

関
係

者
間

の
意

見
調

整
や

合
意

形
成

の
経

験
が

必
要

○
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

（
全

体
構

造
）
か

ら
具

体
的

な
仕

様
に

至
る

、
抽

象
度

の
異

な
る

意
見

や

提
案

を
理

解
す

る
経

験
や

ス
キ

ル
が

必
要

●
複

数
社

か
ら

、
シ

ス
テ

ム
を

設
計

・
実

装
す

る
企

業
の

ア
ー

キ
テ

ク
ト

（
全

体
設

計
担

当
）

○
自

社
製

品
の

仕
様

を
公

開
・
共

有
す

る
代

わ
り

に
先

行
者

利
益

を
得

る

○
抽

象
度

の
異

な
る

意
見

や
提

案
を

理
解

す
る

ス
キ

ル
が

必
要

○
論

理
的

思
考

能
力

、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

て
説

得
す

る
ス

キ
ル

が
必

要

●
事

務
局

○
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
の

整
備

、
日

程
調

整
、

ロ
ジ

関
係

、
公

開
・
普

及
啓

発
10

LT
-S

ta
nd

ar
d教

育
の

情
報

化
に

関
わ

る
標

準
規

格

11
LT

-S
ta

nd
ar

d

標
準

化
作

業
の

対
象

と
対

象
外

●
対

象
○

学
習

コ
ン

テ
ン

ツ
の

デ
ー

タ
形

式

○
内

容
や

デ
ー

タ
交

換
に

必
要

な
キ

ー
デ

ー
タ

（
単

元
ID

、
学

習
者

ID
な

ど
）

○
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
間

の
デ

ー
タ

交
換

形
式

●
対

象
外

○
学

習
指

導
要

領
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
内

容

○
教

科
書

や
教

材
の

内
容

○
指

導
案

（
教

案
）
、

指
導

方
法

、
教

員
独

自
の

授
業

運
営

ノ
ウ

ハ
ウ

■
組

織
や

担
当

教
員

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

っ
て

よ
い

12
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LT
-S

ta
nd

ar
d

標
準

化
推

進
の

メ
リ

ッ
ト

•
良

質
な

教
材

を
自

由
に

利
用

で
き

る

–
教

材
の

質
の

健
全

な
競

争

•
優

れ
た

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

を
相

互

接
続

–
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

を
規

格
で

保
証

–
シ

ス
テ

ム
機

能
の

健
全

な
競

争

•
開

発
コ

ス
ト

／
調

達
コ

ス
ト

の

削
減

13

•教
材

や
学

習
者

情
報

の
流

通
・

継
承

・
再

利
用

–
コ

ス
ト

低
減

、
製

品
選

択
肢

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
拡

大

•学
習

者
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
・
学

習
指

標
の

体
系

化
–

必
要

な
も

の
を

必
要

な
と

き
に

•囲
い

込
み

か
ら

専
業

化
・
分

業
化

へ
–

ガ
ラ

パ
ゴ

ス
化

の
防

止

LT
-S

ta
nd

ar
d

標
準

化
に

関
わ

る
団

体

●
IS

O
/IE

C
 J

TC
1/

S
C

36
–

In
fo

rm
at

io
n 

te
ch

no
lo

gy
 fo

r l
ea

rn
in

g,
 e

du
ca

tio
n 

an
d 

tra
in

in
g

●
IE

E
E

 L
TS

C
–

Le
ar

ni
ng

 T
ec

hn
ol

og
y 

S
ta

nd
ar

ds
 C

om
m

itt
ee

●
A

D
Ln

et
 

–
A

dv
an

ce
d 

D
is

tri
bu

te
d 

Le
ar

ni
ng

 In
iti

at
iv

e

●
IM

S
 G

lo
ba

l L
ea

rn
in

g 
C

on
so

rti
um

14

LT
-S

ta
nd

ar
d

IS
O

/IE
C

 J
TC

1/
S

C
36

 の
構

成

•
W

G
1 

Vo
ca

bu
la

ry
•

W
G

2 
C

ol
la

bo
ra

tiv
e 

an
d 

In
te

lli
ge

nt
 T

ec
hn

ol
og

y
•

W
G

3 
Le

ar
ne

r I
nf

or
m

at
io

n
•

W
G

4 
M

an
ag

em
en

t a
nd

 D
el

iv
er

y
•

W
G

5 
Q

ua
lit

y 
A

ss
ur

an
ce

 a
nd

 D
es

cr
ip

tiv
e 

Fr
am

ew
or

ks
•

W
G

6 
P

la
tfo

rm
, S

er
vi

ce
s,

 a
nd

 S
pe

ci
fic

at
io

n 
In

te
gr

at
io

n
•

W
G

7 
IT

LE
T-

 C
ul

tu
re

, L
an

gu
ag

e,
 a

nd
 In

di
vi

du
al

 N
ee

ds
•

W
G

 8
 L

ea
rn

in
g 

A
na

ly
tic

s 
In

te
ro

pe
ra

bi
lit

y
•

A
G

/B
us

in
es

s 
P

la
nn

in
g 

an
d 

C
om

m
un

ic
at

io
n

15
LT

-S
ta

nd
ar

d

規
格

の
内

容
構

成
例

●
仕

様
、

語
彙

の
定

義

●
デ

ー
タ

の
内

容
や

名
称

●
U

se
 C

as
e（

規
格

の
利

用
例

）

●
X

M
L 

B
in

di
ng

s 
/ J

S
O

N
 B

in
di

ng
s

○
授

受
す

る
/記

述
す

る
デ

ー
タ

を

X
M

Lや
JS

O
N

形
式

で
記

述

○
X

M
L:

 e
X

te
ns

ib
le

 M
ar

ku
p 

La
ng

ua
ge

○
個

々
の

情
報

の
属

性
や

説
明

を
タ

グ
で

記
述

16
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ex
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m
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LT
-S

ta
nd

ar
d

標
準

化
作

業
の

方
向

性

●
19

95
年

〜
20

03
年

 (S
C

36
発

足
前

後
）

○
「
LM

S
に

取
り

込
む

コ
ン

テ
ン

ツ
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

標
準

化
」
が

中
心

■
教

材
、

ク
イ

ズ
…

○
LM

S
が

複
雑

化
・
肥

大
化

し
、

機
能

不
全

に
陥

る
場

合
が

あ
っ

た

●
20

05
年

〜
○

分
散

し
た

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

間
を

接
続

す
る

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
に

注
力

○
１

つ
の

サ
ー

バ
に

集
中

 →
 複

数
の

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

に
機

能
分

散
、

負
荷

分
散

○
IM

S
が

提
唱

す
る

N
G

D
LE

の
考

え
方

■
N

ex
t G

en
er

at
io

n 
D

ig
ita

l L
ea

rn
in

g 
E

nv
iro

nm
en

t

17
LT

-S
ta

nd
ar

d

教
材

・
ク

イ
ズ

18

LT
-S

ta
nd

ar
d

教
材

: S
C

O
R

M

●
S

ha
ra

bl
e 

C
on

te
nt

 O
bj

ec
t 

R
ef

er
en

ce
 M

od
el

 
●

米
 A

D
L（

A
dv

an
ce

d 
D

is
tri

bu
te

d 
Le

ar
ni

ng
 In

iti
at

iv
e）

が
策

定

●
S

C
O

R
M

 v
1.

2 
→

 S
C

O
R

M
 2

00
4

●
S

C
O

 (S
ha

ra
bl

e 
C

on
te

nt
 O

bj
ec

t) 
を

規
定

19

圧 縮

H
TM

L
H

TM
L

H
TM

L
H

TM
L

M
ed

ia
M

ed
ia

M
ed

ia
M

ed
ia

LO
M

S
cr

ip
t

E
C

M
A

S
cr

ip
t

(ほ
ぼ

Ja
va

S
cr

ip
t)で

記
述

表
示

順
序

や
採

点
を

司
る

ZI
P

フ
ァ

イ
ル

LT
-S

ta
nd

ar
d

ク
イ

ズ
：
IM

S
 Q

TI

•Q
ue

st
io

ns
 a

nd
 T

es
t 

In
te

ro
pe

ra
bi

lit
y

•テ
ス

ト
と

そ
の

結
果

報
告

の
デ

ー
タ

標
準

•A
S

I
–

A
ss

es
sm

en
t, 

S
ec

tio
n,

 It
em

•X
M

L 
B

in
di

ng
sも

規
定

•よ
り

軽
量

の
aQ

TI
を

開
発

中

20

IM
S
 質

問
&
テ

ス
ト

相
互

運
用

性
: 
概

要
バ

ー
ジ

ョ
ン

 1
.2

 最
終

仕
様

 

（
日

本
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ン

ソ
シ

ア
ム

訳
）

h
tt

p:
/
/
2
0
3
.1

8
3
.1

.1
5
2
/
ae

n
/
c
o
n
te

n
t/

ac
t2

0
0
3
/
fi
le

/
o
v.

pd
f
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LT
-S

ta
nd

ar
d

S
C

O
R

M
の

利
用

例

21

L
M

S
 X

 
L
M

S
 Y

 

教
材

 Ｂ
 

教
材

 Ａ
 

「
教

材
Ａ

が
 

勉
強

で
き

な
い

‥
」
 

教
材

 A
 

教
材

 B
 

教
材

 C
 

L
M

S
 D

 
L
M

S
 E

 
L
M

S
 F

 

教
材

⇔
L
M

S
 共

通
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

 

教
材

が
自

由
に

流
通

 

LT
-S

ta
nd

ar
d

教
材

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

標
準

化
の

メ
リ

ッ
ト

•教
材

コ
ン

テ
ン

ツ
が

よ
り

一
層

集
積

–
結

果
と

し
て

、
優

良
コ

ン
テ

ン
ツ

が
増

加

•学
習

支
援

シ
ス

テ
ム

や
教

材
作

成
ツ

ー
ル

の
開

発
が

容
易

に

•開
発

の
容

易
化

に
よ

り
、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

低
価

格
化

に
つ

な
が

る

•他
の

機
関

や
グ

ル
ー

プ
の

優
れ

た
コ

ン
テ

ン
ツ

の
活

用
が

容
易

に

•複
数

シ
ス

テ
ム

へ
の

多
重

投
資

が
不

要
に

22

LT
-S

ta
nd

ar
d

教
材

メ
タ

デ
ー

タ

23
LT

-S
ta

nd
ar

d

メ
タ

デ
ー

タ

●
メ

タ
デ

ー
タ

＝
説

明
情

報
○

「
教

材
」
の

説
明

情
報

を
指

す
場

合
が

多
い

○
教

材
の

内
容

自
体

は
、

そ
れ

が
何

で
あ

る
か

必
ず

し
も

説
明

し
て

い
な

い

○
小

学
４

年
生

向
け

、
算

数
、

小
数

の
割

り
算

、
日

本
語

で
記

述
、

基
本

問
題

…
→

教
材

に
付

随
し

た
説

明
情

報
が

あ
る

と
便

利

24
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LT
-S

ta
nd

ar
d

メ
タ

デ
ー

タ
の

さ
き

が
け

：
D

ub
lin

 C
or

e

•目
的

：
W

eb
上

の
多

様
な

情
報

の
検

索
・
発

見

•１
５

種
類

の
基

本
情

報

–
Ti

tle
(タ

イ
ト

ル
), 

C
re

at
or

(制
作

者
), 

S
ub

je
ct

(テ
ー

マ
)

–
D

es
cr

ip
tio

n(
詳

細
,説

明
), 

P
ub

lis
he

r(
提

供
者

) 
–

C
on

tri
bu

to
r(

協
力

者
), 

D
at

e(
日

付
), 

Ty
pe

(タ
イ

プ
)

–
Fo

rm
at

(メ
デ

ィ
ア

タ
イ

プ
), 

Id
en

tif
ie

r(
U

R
I,I

S
B

N
)

–
S

ou
rc

e(
参

照
), 

La
ng

ua
ge

(言
語

), 
R

el
at

io
n(

リ
ソ

ー
ス

) 
–

C
ov

er
ag

e(
範

囲
), 

R
ig

ht
s(

著
作

権
)
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LT

-S
ta

nd
ar

d

教
材

メ
タ

デ
ー

タ
 L

O
M

LO
M

 (L
ea

rn
in

g 
O

bj
ec

t M
et

ad
at

a)
 S

P
E

C
 IE

E
E

 1
48

4 
LT

S
C

, L
O

M
 W

G
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LT
-S

ta
nd

ar
d

日
本

に
お

け
る

活
動

27

●
JA

P
E

T 
第

１
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
：
学

習
要

素
ID

の
開

発
試

行
○

IC
Tを

活
用

し
た

学
習

成
果

の
把

握
・
評

価
に

向
け

た
学

習
要

素
の

分
類

等
に

関
す

る
調

査
研

究
事

業
 事

業
報

告
書

 (2
01

9)
○

学
習

指
導

要
領

よ
り

一
段

細
分

化
し

、
教

科
書

や
ク

イ
ズ

と
の

紐
付

け
を

目
指

す

○
算

数
・
数

学
や

理
科

で
は

実
現

可
能

、
国

語
な

ど
で

は
紐

付
け

が
困

難

●
文

部
科

学
省

 学
習

指
導

要
領

の
コ

ー
ド

化
○

現
在

議
論

が
進

行
中

LT
-S

ta
nd

ar
d

単
元

ID
 利

用
例

28

学
習

教
材

会
社

の
オ

ン
ラ

イ
ン

教
材

教
材

会
社

の
オ

ン
ラ

イ
ン

ク
イ

ズ

こ
の

単
元

に
関

す
る

ク
イ

ズ
は

な
い

か
な

？

詳
し

く
説

明
し

た
資

料
は

な
い

か
な

？

問
合

せ
種

類
：
関

連
資

料
学

習
者

ID
：
xx

xx
x

単
元

ID
: x

xx
xx

日
時

：
x月

x日
x時

x分

問
合

せ
種

類
：
関

連
ク

イ
ズ

学
習

者
ID

：
xx

xx
x

単
元

ID
: x

xx
xx

日
時

：
x月

x日
x時

x分

履
歴

報
告

種
類

：
資

料
閲

覧
学

習
者

ID
：
xx

xx
x

単
元

ID
: x

xx
xx

資
料

ID
: x

xx
xx

日
時

：
x月

x日
x時

x分

履
歴

報
告

種
類

：
ク

イ
ズ

回
答

学
習

者
ID

：
xx

xx
x

単
元

ID
: x

xx
xx

ク
イ

ズ
ID

: x
xx

xx
結

果
：
正

解
日

時
：

x月
x日

x時
x分

学
習

履
歴

分
析

サ
ー

バ
ー

状
況

可
視

化
結

果
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LT
-S

ta
nd

ar
d

メ
タ

デ
ー

タ
標

準
化

の
メ

リ
ッ

ト

•教
材

作
成

者
や

学
習

者
が

教
材

を
効

率
的

に
検

索
–

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

教
材

D
B

か
ら

–
全

文
検

索
よ

り
メ

タ
デ

ー
タ

検
索

の
方

が
高

精
度

•活
用

例
–

教
材

の
分

野
、

タ
イ

ト
ル

、
難

易
度

を
キ

ー
に

検
索

–
学

習
者

情
報

の
学

習
履

歴
と

組
み

合
わ

せ

29
LT

-S
ta

nd
ar

d

学
習

者
ID

30

LT
-S

ta
nd

ar
d

学
習

者
ID

と
認

証

●
学

習
者

ID
○

学
習

者
を

一
意

に
特

定
で

き
る

も

の

●
誰

が
割

り
振

る
か

○
学

校
？

教
育

委
員

会
？

国
？

○
ど

の
範

囲
で

共
通

利
用

す
る

か
に

よ
っ

て
異

な
る

■
地

域
（
転

校
し

た
ら

…
）

■
年

齢
（
小

学
校

→
中

学
校

）

■
公

教
育

↔
私

教
育

31

●
認

証
プ

ロ
ト

コ
ル

○
O

A
S

IS
○

S
A

M
L

○
O

A
ut

h
○

S
hi

bb
ol

et
h

○
O

pe
n 

ID
 C

on
ne

ct

LT
-S

ta
nd

ar
d

IM
S

 L
IP

•L
ea

rn
er

 In
fo

rm
at

io
n 

P
ac

ka
ge

–
学

習
者

デ
ー

タ
 Id

en
tif

ic
at

io
n

–
学

習
履

歴
 A

ct
iv

iti
es

–
テ

ス
ト

結
果

 Q
ua

lif
ic

at
io

n
–

獲
得

済
知

識
 C

om
pe

te
nc

y
–

  :
•X

M
L 

B
in

di
ng

s 
規

定

32

IM
S
 L

e
ar

n
e
r 

In
fo

rm
at

io
n
 P

ac
ka

gi
n
g 

In
fo

rm
at

io
n
 M

o
de

l 
S
pe

c
if
ic

at
io

n
 

F
in

al
 S

pe
c
if
ic

at
io

n
, 
V

e
rs

io
n
 1

.0
 

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.im
sg

lo
ba

l.o
rg

/
pr

o
fi
le

s/
lip

in
fo

0
1
.h

tm
l
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LT
-S

ta
nd

ar
d

学
習

者
ID

 利
用

例

33

電
子

教
科

書
を

使
っ

て
学

ぶ

履
歴

を
集

約
す

る
際

、
学

習
者

を
簡

単
に

認
識

で
き

る

教
材

会
社

の
オ

ン
ラ

イ
ン

教
材

で
学

ぶ

教
材

会
社

の
オ

ン
ラ

イ
ン

ク
イ

ズ
で

問
題

を
解

く

学
習

履
歴

サ
ー

バ
ー

共
通

の
学

習
者

ID
を

使
っ

て
履

歴
を

送
信

LT
-S

ta
nd

ar
d

学
習

者
情

報
 標

準
化

の
メ

リ
ッ

ト

●
異

種
LM

S
間

で
の

学
習

者
情

報
交

換

●
達

成
度

や
学

習
履

歴
な

ど
の

横
断

的
分

析
○

LM
S

で
は

な
い

分
析

ツ
ー

ル
で

の
デ

ー
タ

受
け

取
り

●
教

材
の

形
成

的
評

価
や

再
編

集

34

LT
-S

ta
nd

ar
d

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

間
連

携

35
LT

-S
ta

nd
ar

d

校
務

系
ー

学
習

系
 シ

ス
テ

ム
連

携

36

●
代

表
的

な
標

準
規

格
○

O
ne

R
os

te
r (

IM
S

 G
lo

ba
l)

●
連

携
対

象
○

校
務

系
シ

ス
テ

ム
 S

IS
: S

ch
oo

l I
nf

or
m

at
io

n 
S

ys
te

m
 (C

am
pu

sS
qu

ar
eな

ど
)

○
学

習
系

シ
ス

テ
ム

 L
M

S
: L

ea
rn

in
g 

M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
 (M

oo
dl

eな
ど

)

●
連

携
す

る
デ

ー
タ

○
ク

ラ
ス

名
簿

、
教

材
や

課
題

、
成

績

●
連

携
方

法
○

C
S

V
フ

ァ
イ

ル
に

よ
る

バ
ッ

チ
処

理

○
R

E
S

T 
A

P
Iに

よ
る

リ
ア

ル
タ

イ
ム

処
理
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LT
-S

ta
nd

ar
d

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

間
連

携

●
IM

S
 L

TI
○

Le
ar

ni
ng

 T
oo

ls
 

In
te

ro
pe

ra
bi

lit
y

●
LM

S
と

外
部

サ
ー

ビ
ス

の

連
携

、
往

復
の

パ
ラ

メ
ー

タ
授

受
を

提
供

37

IM
S
 G

lo
ba

l 
L
e
ar

n
in

g 
T
o
o
ls

 I
n
te

ro
pe

ra
bi

lit
y™

 B
as

ic
 L

T
I 
Im

pl
e
m

e
n
ta

ti
o
n
 G

u
id

e
 

V
e
rs

io
n
 1

.0
 F

in
al

 

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.im
sg

lo
ba

l.o
rg

/
sp

e
c
s/

lt
iv

1
p0

/
im

pl
e
m

e
n
ta

ti
o
n
-
gu

id
e
 

LT
-S

ta
nd

ar
d

LT
Iの

利
用

例

38

教
材

会
社

 
ク

イ
ズ

 
サ

ー
バ

ー
 

A
さ

ん
と

し
て

 
ロ

グ
イ

ン
 

予
め

機
器

間
の

L
T
I接

続
を

認
証

し
て

お
く

 
講

義
ビ

デ
オ

 
サ

ー
バ

ー
 

A
さ

ん
と

し
て

自
動

ロ
グ

イ
ン

 

A
さ

ん
の

閲
覧

履
歴

を
返

す
 

A
さ

ん
と

し
て

自
動

ロ
グ

イ
ン

 
A
さ

ん
の

回
答

結
果

を
返

す
 

予
め

機
器

間
の

L
T
I接

続
を

認
証

し
て

お
く

 

LT
-S

ta
nd

ar
d

学
習

履
歴

39
LT

-S
ta

nd
ar

d

学
習

履
歴

デ
ー

タ
の

標
準

規
格

•
xA

P
I  

(A
D

L)
–

A
D

L,
 デ

ー
タ

記
述

ス
キ

ー
ム

、
JS

O
N

•
C

M
I5

 (A
D

L)
–

A
IC

C
→

A
D

L,
 x

A
P

I拡
張

、
デ

ー
タ

ス
キ

ー
ム

•
C

al
ip

er
 A

na
ly

tic
s 

(IM
S

 G
lo

ba
l)

–
IM

S
 G

lo
ba

l, 
デ

ー
タ

記
述

ス
キ

ー
ム

•
W

eb
 o

f T
hi

ng
s 

(W
3C

)
–

Io
T 

(In
te

rn
et

 o
f T

hi
ng

s)
40
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LT
-S

ta
nd

ar
d

C
al

ip
er

 A
na

ly
tic

s 
の

デ
ー

タ

41

「
誰

が
」

「
何

を
」

「
ど

う
し

た
」

具
体

的
な

内
容

LT
-S

ta
nd

ar
d

学
習

履
歴

デ
ー

タ
の

処
理

と
利

活
用

デ
ー

タ
収

集
デ

ー
タ

蓄
積

・
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

分
析

出
力

／
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
保

護
す

る
匿

名
化

と
復

元

●
xA

P
I &

 C
M

I5
●

IM
S

 C
al

ip
er

●
W

eb
 o

f T
hi

ng
s

●
形

式
変

換
●

ク
レ

ン
ジ

ン
グ

●
前

処
理

(N
LP

な
ど

)

●
統

計
処

理
●

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

解
析

●
人

工
知

能

●
可

視
化

●
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

●
リ

コ
メ

ン
デ

ー
シ

ョ
ン

●
学

習
者

適
応

●
E

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ

学
生

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

学
校

評
価

/
IR

教
員

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

教
員

・
学

生
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

適
応

型
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
の

記
録

R
ev

is
ed

 f
ro

m
 IS

O
/I

EC
 T

R
20

74
8-

1 
Le

ar
n

in
g 

A
n

al
yt

ic
s 

In
te

ro
p

er
ab

ili
ty

: R
ef

er
en

ce
 M

o
d

el

LM
S

/V
LE

教
育

ア
プ

リ

サ
ー

ド
パ

ー
テ

ィ
ア

プ
リ

42

LT
-S

ta
nd

ar
d

ま
と

め

●
標

準
規

格
の

利
用

：
利

用
者

の
メ

リ
ッ

ト
を

追
求

す
る

○
選

択
肢

の
拡

大
＝

高
品

質
、

コ
ス

ト
低

減
、

機
能

の
拡

大
…

○
開

発
者

は
「
独

自
の

規
格

」
を

考
え

た
く
な

る
が

、
「
あ

る
も

の
は

利
用

し
よ

う
」
「
車

輪
の

再

発
明

を
防

ぐ
」
心

構
え

が
大

切

●
教

育
の

情
報

化
が

急
速

に
発

展
→

標
準

規
格

の
利

用
を

後
押

し
○

デ
ー

タ
の

流
通

や
利

活
用

を
促

進

○
教

材
、

メ
タ

デ
ー

タ
、

学
習

者
ID

、
シ

ス
テ

ム
間

連
携

、
学

習
履

歴
…

○
日

本
で

も
今

後
、

標
準

規
格

を
採

用
し

た
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

が
流

通

43
44
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L
T
-
L
A

 

学
習

履
歴

分
析

 
L
e
ar

n
in

g 
A

n
al

yt
ic

s 

教
育

工
学

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

 
情

報
理

工
学

科
 

田
村

恭
久

 

1
L
T
-
L
A

 

単
元

の
位

置
付

け
 

1
9
6
0
 

1
9
7
0
 

1
9
8
0
 

1
9
9
0
 

2
0
1
0
 

IB
M

 S
/
3
6
0
 

汎
用

大
型

機
 

(1
9
6
4
) 

P
D

P
-
1
1
 

ミ
ニ

コ
ン

 
(1

9
7
1
) 

2
0
0
0
 

W
in

do
w

s9
5
 

ネ
ッ

ト
接

続
 

(1
9
9
5
) 

iP
ad

 
-
ﾀ
ﾌ
ﾞﾚ

ｯ
ﾄ-

 
(2

0
1
0
) 

A
n
dr

o
id

 
-
ｽ

ﾏ
ｰ

ﾄﾌ
ｫ
ﾝ
-
 

(2
0
0
8
) 

C
A

I 
固

定
ｼ
ｰ

ｹ
ﾝ
ｽ

 

IT
S

 
適

応
ｼ
ｰ

ｹ
ﾝ
ｽ

 

知
識

モ
デ

ル
 

対
話

生
成

 

人
工

知
能

応
用

 

IL
E
 

A
da

pt
iv

e
 T

e
st

 

教
育

ア
プ

リ
 

A
pp

le
 I
I 

パ
ソ

コ
ン

 
(1

9
7
7
) 

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
 

L
M

S
 

T
O

E
F
L

 
iB

T
 

標
準

規
格

 人
工

知
能

再
び

 

電
子

教
科

書
 

L
A

 

M
ac

in
to

sh
 

G
U

I 
(1

9
8
4
) 

高
性

 
能

化
 

機
械

可
読

デ
ー

タ
増

大
 

In
st

ru
c
ti
o
n
al

  
D

e
si

gn
 

協
調

学
習

 C
S
C

L
 

2

研
究

技
術

標
準

実
用

教
育

ア
プ

リ
(ネ

ッ
ト

接
続

)
 

L
T
-
L
A

 

目
次

 

●
学

習
履

歴
分

析
 L

e
ar

n
in

g 
A

n
al

yt
ic

s…
…

…
…

 

●
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル

L
A

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

●
L
A

の
活

用
・
研

究
例

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

●
研

究
と

実
用

化
の

現
状

 …
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 

3

4
  

1
4
 

2
2
 

3
3
 

L
T
-
L
A

 

教
育

の
情

報
化

の
諸

分
野

と
L
A

 

4 教
材

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

開
発

授
業

中
の

活
動

分
析

・
反

映

ｲ
ﾝ
ｽ

ﾄﾗ
ｸ
ｼ
ｮﾅ

ﾙ
ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
電

子
教

科
書

評
価

、
eポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

学
校

評
価

／
IR

適
応

型
学

習
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

反
転

授
業

ﾗ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ･

ｱ
ﾅ

ﾘ
ﾃ
ｨｸ

ｽ
(L

A
)
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L
T
-
L
A

 

学
習

履
歴

分
析

 L
ea

rn
in

g 
A

na
ly

tic
s 

と
は

●
"M

ea
su

re
m

en
t, 

co
lle

ct
io

n,
 a
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ly

si
s 

an
d 

re
po
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 o
f d

at
a

ab
ou

t l
ea

rn
er

s 
an

d 
th

ei
r c

on
te

xt
s,

 fo
r p

ur
po

se
s 

of
un

de
rs

ta
nd

in
g 

an
d 

op
tim

iz
in

g 
le

ar
ni

ng
 a

nd
 th

e
en

vi
ro

nm
en

ts
 in

 w
hi

ch
 it

 o
cc

ur
s.

” (
Fe

rg
us

on
 2

01
2)

○
Fe

rg
us

on
, R

. (
20

12
). 

Le
ar

ni
ng

 a
na

ly
tic

s:
 d

riv
er

s,
 d

ev
el

op
m

en
ts

 a
nd

 c
ha

lle
ng

es
.In

te
rn

at
io

na
l J

ou
rn

al
 o

f 
Te

ch
no

lo
gy

 E
nh

an
ce

d 
Le

ar
ni

ng
, 4

(5
-6

), 
30

4-
31

7.

5
L
T
-
L
A

 

Le
ar

ni
ng

 A
na

ly
tic

sの
機

能

デ
ー

タ
収

集
デ

ー
タ

蓄
積

・
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

分
析

出
力

／
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
保

護
す

る
匿

名
化

と
復

元

●
xA

P
I

●
IM

S
 C

al
ip

er
●

A
da

pt
iv

e 
D

at
a 

C
ol

le
ct

or

●
形

式
変

換
●

ク
レ

ン
ジ

ン
グ

●
前

処
理

(N
LP

な
ど

)

●
統

計
処

理
●

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

解
析

●
人

工
知

能

●
可

視
化

●
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

●
リ

コ
メ

ン
デ

ー
シ

ョ
ン

●
学

習
者

適
応

●
E

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ

学
生

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

学
校

評
価

/
IR

教
員

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

教
員

・
学

生
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

適
応

型
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
の

記
録

R
ev

is
ed

 f
ro

m
 IS

O
/I

EC
 T

R
20

74
8-

1 
Le

ar
n

in
g 

A
n

al
yt

ic
s 

In
te

ro
p

er
ab

ili
ty

: R
ef

er
en

ce
 M

o
d

el

LM
S

/V
LE

教
育

ア
プ

リ

サ
ー

ド
パ

ー
テ

ィ
ア

プ
リ

6

L
T
-
L
A

 

学
習

者
の

観
察

・
評

価
の

分
類

 

7

人
手

に
よ

る
（
従

来
）

IC
Tを

用
い

た

結
果

の
評

価
従

来
か

ら
の

採
点

自
動

採
点

O
M

R
/O

C
R

, W
eb

/L
M

S

プ
ロ

セ
ス

や
振

る
舞

い
の

観
察

・
分

析
授

業
時

間
中

の
観

察
（
生

徒
が

多
い

と
困

難
）

Le
ar

ni
ng

 A
na

ly
tic

s
（
特

定
の

項
目

で
あ

れ
ば

全
員

分
取

得
）

L
T
-
L
A

 

LA
目

的
の

分
類

S
ou

rc
e:

 P
ap

am
its

io
u,

 Z
. K

., 
&

 E
co

no
m

id
es

, A
. A

. (
20

14
). 

Le
ar

ni
ng

 A
na

ly
tic

s 
an

d 
E

du
ca

tio
na

l D
at

a 
M

in
in

g 
in

 
P

ra
ct

ic
e:

 A
 S

ys
te

m
at

ic
 L

ite
ra

tu
re

 R
ev

ie
w

 o
f E

m
pi

ric
al

 E
vi

de
nc

e.
 E

du
ca

tio
na

l T
ec

hn
ol

og
y 

&
 S

oc
ie

ty
, 1

7(
4)

, 4
9-

64
.

8
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L
T
-
L
A

 

L
A

の
対

象
情

報
 

LM
S

の
履

歴
情

報
に

基
づ

く
分

析
文

字
履

歴
情

報
に

基
づ

く
分

析
挙

動
・
生

理
情

報
に

基
づ

く
分

析

姿
勢

、
動

作
、

表
情

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

P
C

動
作

、
視

線
脈

拍
、

血
圧

、
…

Q
&

A
S

N
S

、
チ

ャ
ッ

ト
議

論
…

ロ
グ

イ
ン

履
歴

教
材

ア
ク

セ
ス

履
歴

ク
イ

ズ
回

答
科

目
成

績
…

M
ul

tim
od

al
 L

ea
rn

in
g 

A
na

ly
tic

s 
(M

M
LA

)
9 

L
T
-
L
A

 

デ
ー

タ
粒

度
別

の
状

況
と

把
握

対
象

デ
ー

タ
の

種
類

Le
ar

ni
ng

 R
es

ul
t

C
om

m
un

ic
at

io
n

B
eh

av
io

r
P

hy
si

ol
og

ic
al

 D
at

a

デ
ー

タ
の

例

履
修

科
目

、
成

績
ク

イ
ズ

の
回

答
テ

ス
ト

の
回

答

メ
ー

ル
電

子
掲

示
板

S
N

S

教
材

ア
ク

セ
ス

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

映
像

/音
声

/位
置

心
拍

 血
圧

発
汗

 視
線

 表
情

粒
度

粗
中

細
超

細

段
階

実
運

用
段

階
退

学
予

兆
予

測
適

応
型

テ
ス

ト
N

LP
適

用
が

ネ
ッ

ク

研
究

段
階

ﾌ
ﾟﾛ

ﾄｺ
ﾙ

分
析

等
N

LP
適

用
が

ネ
ッ

ク

研
究

段
階

挙
動

と
学

習
達

成
の

関
係

が
不

明

研
究

途
上

生
理

状
態

と
学

習
達

成
の

関
係

が
不

明

把
握

対
象

科
目

の
達

成
度

単
元

の
内

容
理

解
批

判
的

思
考

力
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力

学
び

方
の

学
習

ﾘ
ﾃ
ﾗ
ｼ
ｰ

ｽ
ｷ

ﾙ
学

び
方

の
学

習
自

己
観

察
/内

省
力

メ
タ

認
知

ス
キ

ル

個
別

知
識

で
は

な
く
、

ス
キ

ル
を

測
る

材
料

に
な

り
得

る
？

10

L
T
-
L
A

 

国
際

会
議

E
D

M
 2

00
8〜

国
際

会
議

LA
K

 2
01

1〜

学
習

履
歴

デ
ー

タ
の

電
子

化
と

細
粒

度
化

心
拍

 血
圧

発
汗

 視
線

 表
情

教
材

ア
ク

セ
ス

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

カ
メ

ラ
映

像
音

声
位

置
情

報

ク
イ

ズ
の

回
答

テ
ス

ト
の

回
答

20
00

年
前

後
•

LM
S

の
普

及
•

機
械

可
読

デ
ー

タ
へ

20
10

〜
15

年
•

タ
ブ

レ
ッ

ト
P

C
の

普
及

•
学

習
者

P
C

が
ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
収

集

今
後

•
ｳ

ｪｱ
ﾗ
ﾌ
ﾞﾙ

機
器

の
普

及
•

生
理

状
態

の
解

釈

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
粒

度粗 細
年

メ
ー

ル
電

子
掲

示
板

S
N

S

20
00

〜
10

年
•

携
帯

／
ス

マ
ホ

•
S

N
S

11

履
修

科
目

成
績

出
欠

L
T
-
L
A

 

LA
に

期
待

さ
れ

る
効

果

•
学

習
の

成
果

や
細

粒
度

の
振

る
舞

い
を

自
動

・
半

自
動

で
収

集
・
分

析
 

–
詳

細
か

つ
客

観
的

な
エ

ビ
デ

ン
ス

 

•
学

習
プ

ロ
セ

ス
の

透
明

化
・
可

視
化

 

•
個

別
学

習
へ

の
適

用
可

能
性

 

•
教

師
評

価
、

学
校

評
価

、
IR

へ
の

適
用

可
能

性

12
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L
T
-
L
A

 

産
官

学
の

連
携

•
研

究
 

–
学

会
：
学

習
分

析
学

会
、

JS
E

T,
 J

S
iS

E
, I

E
IC

E
, I

P
S

J
–

知
見

の
蓄

積
、

産
学

連
携

、
Te

ch
no

lo
gy

 T
ra

ns
fe

r

•
IS

O
/IE

C
 J

TC
1/

S
C

36
  

–
国

際
規

格
の

策
定

、
調

査
報

告
、

情
報

交
換

 

–
W

G
8 

(L
ea

rn
in

g 
A

na
ly

tic
s)

：
20

15
年

6月
よ

り

13
L
T
-
L
A

 

マ
ル

チ
モ

ー
ダ

ル
L
A

 

14

L
T
-
L
A

 

ロ
ボ

ッ
ト

教
師

は
実

現
す

る
か

？
 

•
教

科
書

の
棒

読
み

…
 で

き
そ

う
 

•
学

習
者

と
の

や
り

取
り

…
 難

し
い

 
–

日
常

生
活

レ
ベ

ル
：
可

能
に

な
っ

た
（
ス

マ
ー

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

な
ど

）
 

–
専

門
的

な
内

容
：
自

然
言

語
処

理
に

よ
る

意
味

理
解

が
困

難
 

•
レ

ポ
ー

ト
の

採
点

・
正

誤
判

定
…

 難
し

い
 

•
学

習
者

の
表

情
な

ど
非

言
語

情
報

を
読

み
取

る
…

  

　
→

で
き

る
の

で
は

？
 

–
１

つ
の

要
素

技
術

：
L
e
ar

n
in

g 
A

n
al

yt
ic

s 

1
5 

L
T
-
L
A

 

M
M

L
A

 論
文

数
の

推
移

 

1
6 

国
際

会
議

 L
A

K
 2

01
1〜

国
際

会
議

 E
D

M
 2

00
8〜

IC
M

I 2
01

3
G

ra
nd

 C
ha

lle
ng

e
W

or
ks

ho
p 

of
 M

M
LA
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L
T
-
L
A

 

サ
ー

ベ
イ

論
文

 

B
er

la
nd

20
14

構
成

主
義

的
学

習
環

境
 (C

on
st

ru
ct

io
ni

st
 L

ea
rn

in
g 

E
nv

iro
nm

en
t) 

へ
の

E
D

M
の

適
用

M
ul

tim
od

al
 L

A
は

、
E

D
M

の
技

術
を

構
成

主
義

的
学

習
環

境
に

適
用

す
る

 e
ar

ly
 a

tte
m

pt
 と

指
摘

。

皮
膚

抵
抗

、
ビ

デ
オ

、
音

声
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

、
ア

イ
ト

ラ
ッ

キ
ン

グ
。

E
sc

al
er

a2
01

6
機

械
学

習
分

野
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
る

、
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
推

定
に

つ
い

て
の

サ
ー

ベ
イ

 

B
an

ne
rt2

01
7

E
-C

IR
 (E

A
R

LI
-C

en
tre

 fo
r I

nn
ov

at
iv

e 
R

es
ea

rc
h)

 で
実

施
中

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

紹
介

。
メ

タ
認

知
や

動
機

の
度

合
い

を
暗

示

す
る

M
ul

tim
od

al
 d

at
a 

を
探

る

B
lik

st
ei

n2
01

6
デ

ー
タ

ソ
ー

ス
別

に
研

究
を

分
類

。
テ

キ
ス

ト
分

析
、

音
声

分
析

、
手

書
き

分
析

、
ス

ケ
ッ

チ
分

析
、

動
作

／
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
分

析
、

情

緒
状

態
、

神
経

生
理

学
、

視
線

M
ar

tin
ez

20
18

生
徒

や
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

室
内

移
動

や
動

作
分

析
に

、
人

感
セ

ン
サ

ー
、

動
作

セ
ン

サ
ー

、
位

置
タ

グ
な

ど
を

使
う

試
み

を
紹

介
。

Io
Tへ

の
言

及

O
ch

oa
20

17
デ

ー
タ

ソ
ー

ス
別

に
研

究
を

分
類

。
H

an
db

oo
k 

of
 L

ea
rn

in
g 

A
na

ly
tic

s 
(S

O
LA

R
) の

一
節

B
er

la
nd

, M
., 

B
ak

er
, R

. S
., 

&
 B

lik
st

ei
n,

 P
. (

20
14

). 
E

du
ca

tio
na

l d
at

a 
m

in
in

g 
an

d 
le

ar
ni

ng
 a

na
ly

tic
s:

 A
pp

lic
at

io
ns

 to
 c

on
st

ru
ct

io
ni

st
 re

se
ar

ch
. T

ec
hn

ol
og

y,
 K

no
w

le
dg

e 
an

d 
Le

ar
ni

ng
, 1

9(
1-

2)
, 2

05
-2

20
.

E
sc

al
er

a,
 S

., 
A

th
its

os
, V

., 
&

 G
uy

on
, I

. (
20

16
). 

C
ha

lle
ng

es
 in

 m
ul

ti-
m

od
al

 g
es

tu
re

 re
co

gn
iti

on
. J

ou
rn

al
 o

f M
ac

hi
ne

 L
ea

rn
in

g 
R

es
ea

rc
h,

 1
7,

 1
-5

4.
B

an
ne

rt,
 M

., 
M

ol
en

aa
r, 

I.,
 A

ze
ve

do
, R

., 
J\

ar
ve

l\a
 S

an
na

, &
 G

av
se

vi
'c

 D
ra

ga
n.

 (2
01

7)
. R

el
ev

an
ce

 o
f l

ea
rn

in
g 

an
al

yt
ic

s 
to

 m
ea

su
re

 a
nd

 s
up

po
rt 

st
ud

en
ts

' l
ea

rn
in

g 
in

 a
da

pt
iv

e 
ed

uc
at

io
na

l 
te

ch
no

lo
gi

es
. P

ro
ce

ed
in

gs
 o

f t
he

 S
ev

en
th

 In
te

rn
at

io
na

l L
ea

rn
in

g 
A

na
ly

tic
s 

&
 K

no
w

le
dg

e 
C

on
fe

re
nc

e,
 V

an
co

uv
er

, B
rit

is
h 

C
ol

um
bi

a,
 C

an
ad

a.
 5

68
-5

69
. d

oi
:1

0.
11

45
/3

02
73

85
.3

02
94

63
B

lik
st

ei
n,

 P
., 

&
 W

or
sl

ey
, M

. (
20

16
). 

M
ul

tim
od

al
 le

ar
ni

ng
 a

na
ly

tic
s 

an
d 

ed
uc

at
io

n 
da

ta
 m

in
in

g:
 U

si
ng

 c
om

pu
ta

tio
na

l t
ec

hn
ol

og
ie

s 
to

 m
ea

su
re

 c
om

pl
ex

 le
ar

ni
ng

 ta
sk

s.
 J

ou
rn

al
 o

f L
ea

rn
in

g 
A

na
ly

tic
s,

 
3(

2)
, 2

20
-2

38
.

M
ar

tin
ez

-M
al

do
na

do
, R

., 
E

ch
ev

er
ria

, V
., 

S
an

to
s,

 O
. C

., 
S

an
to

s,
 A

. D
. P

. D
., 

&
 Y

ac
ef

, K
. (

20
18

). 
(2

01
8)

. P
hy

si
ca

l l
ea

rn
in

g 
an

al
yt

ic
s:

 A
 m

ul
tim

od
al

 p
er

sp
ec

tiv
e.

 P
ro

ce
ed

in
gs

 o
f t

he
 8

th
 In

te
rn

at
io

na
l 

C
on

fe
re

nc
e 

on
 L

ea
rn

in
g 

A
na

ly
tic

s 
an

d 
K

no
w

le
dg

e,
 S

yd
ne

y,
 N

ew
 S

ou
th

 W
al

es
, A

us
tra

lia
. 3

75
-3

79
. d

oi
:1

0.
11

45
/3

17
03

58
.3

17
03

79
O

ch
oa

, X
. (

20
17

). 
M

ul
tim

od
al

 le
ar

ni
ng

 a
na

ly
tic

s.
 In

 C
ha

rle
s 

La
ng

, G
eo

rg
e 

S
ie

m
en

s,
 A

ly
ss

a 
W

is
e,

 D
ra

ga
n 

G
aš

ev
ić

 (E
d.

), 
H

an
db

oo
k 

of
 le

ar
ni

ng
 a

na
ly

tic
s 

(F
irs

t E
di

tio
n 

ed
., 

pp
. 1

29
-1

41
) S

O
LA

R
. 

do
i:1

0.
18

60
8/

hl
a1

7
1
7 

L
T
-
L
A

 

先
行

研
究

調
査

 

•
デ

ー
タ

ソ
ー

ス
: 
G

o
o
gl

e
 S

c
h
o
la

r,
 C

iN
ii,

 サ
ー

ベ
イ

論
文

 
•

M
M

L
A

論
文

 1
8
7
件

を
収

集
 

1
8 

デ
ー

タ
 

デ
ー

タ
取

得
手

段
 

論
文

数
 

手
書

き
、

ス
ケ

ッ
チ

 
ペ

ン
タ

ブ
レ

ッ
ト

、
カ

メ
ラ

 
1
5
 

発
話

 
マ

イ
ク

、
K
in

e
c
t 

7
 

身
体

の
移

動
 

ビ
デ

オ
、

K
in

e
c
t 

4
 

姿
勢

、
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
、

表
情

 
ビ

デ
オ

、
K
in

e
c
t、

L
e
ap

M
o
ti
o
n
等

 
2
0
 

視
線

 
ビ

デ
オ

、
ア

イ
ト

ラ
ッ

カ
ー

、
K
in

e
c
t
 

1
3
 

生
理

デ
ー

タ
 

心
拍

計
、

血
圧

計
、

脳
波

計
、

発
汗

計
な

ど
 

1
1
 

パ
ソ

コ
ン

操
作

 
マ

ウ
ス

、
キ

ー
ボ

ー
ド

等
 

4
 

L
T
-
L
A

 

先
行

研
究

調
査

で
得

ら
れ

た
知

見
・
問

題
点

 

•
論

文
・
発

表
数

は
増

加
傾

向
 

•
他

分
野

で
得

ら
れ

た
知

見
や

技
術

の
応

用
 

–
生

理
学

、
認

知
科

学
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
 …

 

 

•
高

価
な

専
用

機
器

を
用

い
た

精
密

な
測

定
 

–
モ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

プ
チ

ャ
シ

ス
テ

ム
 1

0
0
0
万

、
視

線
測

定
 1

0
0
万

 

–
現

場
展

開
が

困
難

・
不

可
能

 

–
学

習
者

が
使

う
P

C
・
個

人
利

用
の

ス
マ

ホ
な

ど
を

利
用

す
る

研
究

が
ほ

ぼ
皆

無
 

1
9 

L
T
-
L
A

 

現
場

展
開

を
踏

ま
え

た
研

究
が

必
要

 

•
情

報
取

得
デ

バ
イ

ス
の

工
夫

 
–

学
習

者
用

ノ
ー

ト
P

C
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
P

C
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
 

–
安

価
な

Io
T
デ

バ
イ

ス
の

利
用

 

•
分

析
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

工
夫

 
–

従
来

：
専

用
機

器
で

分
析

 

–
今

後
：
生

デ
ー

タ
を

近
隣

の
サ

ー
バ

に
転

送
、

分
析

、
Io

T
プ

ロ
ト

コ
ル

の
利

用
 

•
他

分
野

で
蓄

積
し

た
技

術
の

利
用

 
–

生
理

学
、

認
知

科
学

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

…
 

2
0 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L
T
-
L
A

 

利
用

可
能

な
デ

バ
イ

ス
・
分

析
方

法
 

2
1
 

対
象

情
報

取
得

デ
バ

イ
ス

分
析

方
法

文
字

P
C

キ
ー

ボ
ー

ド
等

自
然

言
語

処
理

 (N
LP

)

手
書

き
、

ス
ケ

ッ
チ

（
ペ

ン
）
タ

ブ
レ

ッ
ト

手
書

き
文

字
認

識
→

N
LP

図
形

認
識

発
話

マ
イ

ク
（
ア

レ
イ

）
音

声
認

識
→

N
LP

音
源

方
向

推
定

姿
勢

、
動

作
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

カ
メ

ラ
、

セ
ン

サ
ー

(K
in

ec
t、

Le
ap

 M
ot

io
n)

姿
勢

推
定

 O
pe

nP
os

e

顔
の

表
情

カ
メ

ラ
表

情
推

定
 O

pe
nF

ac
e

視
線

カ
メ

ラ
視

線
推

定

生
理

情
報

カ
メ

ラ
、

専
用

デ
バ

イ
ス

時
系

列
処

理
、

特
徴

量
推

定
P

C
動

作
マ

ウ
ス

、
キ

ー
ボ

ー
ド

L
T
-
L
A

 

L
A

の
活

用
・
研

究
例

 

22

L
T
-
L
A

 

活
用

例
：
退

学
予

兆
検

出

•
過

去
の

受
講

者
の

学
習

履
歴

を
蓄

積
 

•
退

学
者

に
共

通
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

を
抽

出
 

–
不

合
格

単
位

、
テ

ス
ト

回
答

内
容

、
出

席
状

況
、

教
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
頻

度
‥

•
現

在
の

受
講

者
の

状
況

か
ら

退
学

確
率

を
予

測
 

•
対

象
学

生
へ

の
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

で
退

学
率

を
減

少
 

–
納

付
金

（
学

費
）
の

減
少

を
減

ら
す

–
出

典
：
デ

ジ
タ

ル
・
ナ

レ
ッ

ジ
、

早
稲

田
大

学
と

の
共

同
研

究
ス

タ
ー

ト
：
ラ

ー
ニ

ン
グ

ア
ナ

リ
テ

ィ
ク

ス
に

よ
る

退
学

予
兆

検
出

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
ht

tp
s:

//w
w

w
.d

ig
ita

l-k
no

w
le

dg
e.

co
.jp

/b
lo

g/
ar

ch
iv

es
/1

54
/

23
L
T
-
L
A

 

研
究

例
(1

)：
ペ

ー
ジ

閲
覧

履
歴

の
利

用

•
受

講
者

の
教

科
書

ペ
ー

ジ
閲

覧
履

歴
を

取
得

 

•
教

員
の

提
示

と
学

生
の

閲
覧

が
異

な
る

 

•
閲

覧
の

傾
向

が
単

元
難

易
度

に
よ

り
異

な
る

 

•
閲

覧
履

歴
か

ら
学

習
ス

タ
イ

ル
を

推
定

？

–
ス

タ
イ

ル
別

の
教

材
や

授
業

を
提

供
（
適

応
型

学
習

）
 

•
堀

越
、

山
崎

、
田

村
、

ペ
ー

ジ
遷

移
履

歴
の

分
析

に
よ

る
学

習
ス

タ
イ

ル
の

推
定

、
信

学
技

報
, v

ol
. 1

15
, n

o.
 2

85
, 

E
T2

01
5-

52
, p

p.
 4

9-
54

, 2
01

5年
10

月

•
H

or
ik

os
hi

, Y
am

az
ak

i, 
Ta

m
ur

a,
 L

ea
rn

in
g 

S
ty

le
 V

er
ifi

ca
tio

n 
w

ith
 u

se
 o

f Q
ue

st
io

nn
ai

re
 a

nd
 P

ag
e 

Fl
ip

 
H

is
to

ry
, I

C
C

E
 2

01
5 

W
or

ks
ho

p 
on

 e
-B

oo
k-

ba
se

d 
E

du
ca

tio
na

l B
ig

 D
at

a 
fo

r E
nh

an
ci

ng
 T

ea
ch

in
g 

an
d 

Le
ar

ni
ng

, D
ec

. 2
01

5
24
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L
T
-
L
A

 

ペ
ー

ジ
遷

移
（
太

線
：
教

員
）

25
L
T
-
L
A

 

　
　

：
O

b
ed

ie
n

t 
&

 lo
w

 g
ra

d
e

　
　

：
In

d
ep

en
d

en
t 

&
 lo

w
 g

ra
d

e

　
　

：
O

b
ed

ie
n

t 
&

 h
ig

h
 g

ra
d

e
　

　
：

In
d

ep
en

d
en

t 
&

 h
ig

h
 g

ra
d

e

従
順

な
学

生
 ≠

 高
い

達
成

度

26

L
T
-
L
A

 

研
究

例
(2

)：
反

転
授

業
ビ

デ
オ

の
視

聴
履

歴
 

27

●
反

転
学

習
：
講

義
を

ビ
デ

オ
収

録
し

、
授

業
前

に
見

せ
る

 
○

授
業

時
間

は
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
対

面
活

動
に

あ
て

る
 

●
疑

問
：
学

生
は

本
当

に
ビ

デ
オ

を
見

て
い

る
の

か
？

 
○

３
日

分
の

視
聴

ロ
グ

を
分

析
 

○
U

n
it
 1

, 
U

n
it
 2

, 
U

n
it
 3

  

 
●

田
村

、
堀

越
、

村
上

、
和

田
、

手
塚

、
反

転
授

業
に

お
け

る
事

前
講

義
ビ

デ
オ

の
ロ

グ
分

析
、

平
成

2
9
年

度
 私

情
協

 教

育
改

革
IC

T
戦

略
大

会
 

●
T
A

M
U

R
A

, 
H

O
R

IK
O

S
H

I, 
M

U
R

A
K
A

M
I, 

W
A

D
A

 &
 T

E
Z
U

K
A

, 
V

id
e
o
 V

ie
w

in
g 

L
o
g 

A
n
al

ys
is

 o
n
 F

lip
pe

d 

C
la

ss
ro

o
m

, 
L
A

S
I-

A
si

a 
W

o
rk

sh
o
p 

2
0
1
7

 

L
T
-
L
A

 

残
り

日
数

が
増

え
る

と
、

全
部

を
見

な
く
な

る
の

で
は

？
 

●
横

軸
 視

聴
し

た
%
、

縦
軸

 残
り

日
数

 

●
強

い
相

関
は

な
さ

そ
う

…
 

28
U

ni
t 1

U
ni

t 2
U

ni
t 3
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L
T
-
L
A

 

実
は

二
極

化
し

て
い

た
 

●
少

し
だ

け
見

て
離

脱
す

る
人

も
い

る
 

●
ほ

ぼ
全

部
を

見
る

人
も

い
る

 

29
L
T
-
L
A

 

研
究

例
(3

):
 相

互
評

価
の

振
る

舞
い

分
析

 

●
学

生
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

、
他

の
学

生
が

評
価

す
る

 

→
相

互
評

価
 

●
目

的
 

○
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
緊

張
感

を
も

た
せ

る
 

○
評

価
軸

を
理

解
す

る
こ

と
で

、
プ

レ
ゼ

ン
ス

キ
ル

が
向

上
す

る
 

●
従

来
研

究
 

○
評

価
結

果
の

信
頼

性
（
学

生
間

の
評

価
の

一
致

度
）
や

妥
当

性
（
教

員
と

学
生

の
評

価
の

一
致

度
）
を

議
論

し
た

研
究

多
数

 

●
評

価
す

る
 o

r 
修

正
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

（
＝

振
る

舞
い

）
か

ら
、

従
来

に
な

い
新

し
い

知
見

を
得

ら
れ

る
の

で
は

？
 

30

L
T
-
L
A

 

評
価

行
動

 

31

グ
ル

ー
プ

A

グ
ル

ー
プ

B

グ
ル

ー
プ

C

グ
ル

ー
プ

D

グ
ル

ー
プ

E

グ
ル

ー
プ

F

L
T
-
L
A

 

評
価

行
動

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

 

32

●
堀

越
、

田
村

、
相

互
評

価
プ

ロ
セ

ス
ロ

グ
を

用
い

た
「
評

価
に

か
け

た
時

間
」
の

分
析

、
J
S
iS

E
全

国
大

会
、

2
0
1
8
-
9
.

 
●

H
o
ri
ko

sh
i 
&
 T

am
u
ra

, 
F
e
at

u
re

 E
xt

ra
c
ti
o
n
 o

f 
L
e
ar

n
e
rs

’
 M

o
ti
va

ti
o
n
 f
ro

m
 P

e
e
r 

A
ss

e
ss

m
e
n
t 

P
ro

c
e
ss

 L
o
gs

, 
IC

C
E
 2

0
1
8
, 

2
0
1
8
-
1
1
. 

上智大学 田村 参考資料 P19



L
T
-
L
A

 

研
究

と
実

用
化

の
現

状
 

33
L
T
-
L
A

 

S
O

LA
R

•
S

oc
ie

ty
 fo

r L
ea

rn
in

g 
A

na
ly

tic
s 

R
es

ea
rc

h 
•

LA
K

 (L
ea

rn
in

g 
A

na
ly

tic
s 

an
d 

K
no

w
le

dg
e)

  
–

年
１

回
の

国
際

会
議

 

•
LA

S
I (

Le
ar

ni
ng

 A
na

ly
tic

s 
S

um
m

er
 In

st
itu

te
) 

–
地

域
主

催
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

U
. M

ic
hi

ga
n

Ju
ne

 2
7-

29
N

ew
 Y

or
k

Ju
ne

 2
7

A
de

la
id

e
N

ov
. 2

7

A
tla

nt
a

Ju
ne

 2
7-

28

S
ou

th
 A

fri
ca

O
ct

. 1
7

S
pa

in
Ju

ne
 2

7-
28

D
en

m
ar

k
S

ep
t. 

7
S

ou
th

 K
or

ea
S

ep
t. 

19
-2

0

34

L
T
-
L
A

 

LA
C

E
 P

ro
je

ct
 

•
Le

ar
ni

ng
 A

na
ly

tic
s 

C
om

m
un

ity
 E

xc
ha

ng
e 

•
欧

州
を

中
心

と
し

た
LA

研
究

・
実

践
の

情
報

交
換

 

•
E

vi
de

nc
e 

H
ub

: L
A

研
究

論
文

ア
ー

カ
イ

ブ
 

•
ht

tp
://

w
w

w
.la

ce
pr

oj
ec

t.e
u/

 

35
L
T
-
L
A

 

学
習

分
析

学
会

•
20

15
年

5月
 N

P
O

法
人

人
材

育
成

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

会
を

改
組

、
9月

 
東

京
都

よ
り

法
人

認
可

 

•
Le

ar
ni

ng
 A

na
ly

tic
sを

専
門

に
扱

う
 

•
活

動
 

–
研

究
会

、
セ

ミ
ナ

ー
、

学
会

誌
の

発
行

 

•
W

eb
: h

ttp
://

ja
sl

a.
jp

/

36
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L
T
-
L
A

 

九
州

大
学

 ﾗ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞｱ

ﾅ
ﾘ
ﾃ
ｨｸ

ｽ
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

•
基

幹
教

育
院

(全
学

共
通

科
目

)内
, 2

01
6.

2〜
 

•
M

oo
dl

e,
 M

ah
ar

a,
 B

oo
kL

oo
pe

r
•

18
万

レ
コ

ー
ド

/日
 を

集
積

、
分

析
 

•
ht

tp
://

la
c.

ky
us

hu
-u

.a
c.

jp
/

37
L
T
-
L
A

 

技
術

標
準

化
：
IS

O
/IE

C
 J

TC
1/

S
C

36
 W

G
8

•
S

C
36

  
–

In
fo

rm
at

io
n 

Te
ch

no
lo

gy
 fo

r L
ea

rn
in

g,
 E

du
ca

tio
n 

an
d 

Tr
ai

ni
ng

 
(IT

LE
T)

 

–
19

99
年

発
足

 

•
20

15
年

6月
 W

G
8 

(L
ea

rn
in

g 
A

na
ly

tic
s)

 が
発

足

–
C

on
ve

ne
r(

議
長

)：
Yo

ng
-S

an
g 

C
ho

 (K
E

R
IS

) 
•

S
ys

te
m

s 
go

ve
rn

an
ce

 fo
r l

ea
rn

in
g 

an
al

yt
ic

s 
•

D
at

a 
fra

m
ew

or
k 

fo
r l

ea
rn

in
g 

an
al

yt
ic

s 
in

te
ro

pe
ra

bi
lit

y

38

L
T
-
L
A

 

LA
デ

ー
タ

記
述

に
関

す
る

技
術

標
準

の
例

•
xA

P
I  

(A
D

L)
–

A
D

L,
 デ

ー
タ

記
述

ス
キ

ー
ム

、
JS

O
N

•
C

M
I5

 (A
D

L)
 

–
A

IC
C

→
A

D
L,

 x
A

P
I拡

張
、

デ
ー

タ
ス

キ
ー

ム

•
C

al
ip

er
 (I

M
S

 G
lo

ba
l) 

–
IM

S
 G

lo
ba

l, 
デ

ー
タ

記
述

ス
キ

ー
ム

•
W

eb
 o

f T
hi

ng
s 

(W
3C

) 
–

Io
T

39
L
T
-
L
A

 

LA
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

例

•
C

od
e 

of
 P

ra
ct

ic
e 

fo
r L

ea
rn

in
g 

A
na

ly
tic

s 
–

U
K

 J
IS

C
 

•
P

ol
ic

y 
on

 E
th

ic
al

 U
se

 o
f S

tu
de

nt
 D

at
a 

fo
r L

ea
rn

in
g 

A
na

ly
tic

s
–

U
K

 O
pe

n 
U

ni
ve

rs
ity

 

•
学

習
履

歴
の

利
活

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

–
学

習
履

歴
活

用
推

進
機

構

•
G

D
P

R
 (

G
e
n
e
ra

l 
D

at
a 

P
ro

te
c
ti
o
n
 R

e
gu

la
ti
o
n
) 

–
E
U

, 
2
0
1
8
-
5
発

行
 

40
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L
T
-
L
A

 

LA
は

研
究

開
発

の
途

上
段

階

•
研

究
–

専
門

の
国

際
会

議
が

発
足

し
て

数
年

–
徐

々
に

知
見

が
蓄

積
さ

れ
つ

つ
あ

る

–
学

習
支

援
等

の
実

務
へ

の
適

用
は

こ
れ

か
ら

•
開

発
–

デ
ー

タ
取

得
：
デ

バ
イ

ス
や

ツ
ー

ル
は

揃
い

つ
つ

あ
る

–
デ

ー
タ

解
析

：
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
解

析
、

統
計

が
利

用
可

能
 

–
学

習
支

援
や

教
育

評
価

に
有

効
な

結
果

は
‥

？
•

教
育

・
学

習
の

視
点

か
ら

の
考

察
・
議

論
が

不
足

41
42
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学
習
履
歴
分
析
は
教
育
に
ど
う
役
立
つ
か
？

〜
ド
メ
イ
ン
別
の
現
状
と
問
題
点
〜

上
智
大
学

 田
村
恭
久

eL
ea

rn
in

g 
Aw

ar
d 

Fo
ru

m
 2

01
9

20
19

-1
1-

13
 御

茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ

1

自
己
紹
介

●
上

智
大

学
 理

工
学

部
 教

授
○

専
門

：
教

育
工

学
、

Le
ar

ni
ng

 A
na

ly
tic

s

●
学

習
分

析
学

会
 理

事
長

●
日

本
eラ

ー
ニ
ン
グ
学

会
 会

長

●
IC

T 
C

on
ne

ct
 2

1 
理

事
・
技

術
標

準
化

W
G

 座
長

●
IS

O
/IE

C
 J

TC
1/

S
C

36
 (e

-L
ea

rn
in

g)
○

W
G

8 
(L

ea
rn

in
g 

A
na

ly
tic

s 
In

te
ro

pe
ra

bi
lit

y)
 C

o-
le

ad
er

 

●
総

務
省

 ｽ
ﾏ
ｰ
ﾄｽ

ｸ
ｰ
ﾙ
・
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｰ
ﾑ
実

証
事

業
 評

価
委

員

2

本
ト
ラ
ッ
ク
の

構
成

●
LA

の
概

要
（
研

究
を
中

心
に
）

●
ド
メ
イ
ン
別

の
議

論
○

初
等

中
等

：
田

村

○
高

等
：
Jo

hn
 A

ug
er

i（
パ

リ
デ
ジ
タ
ル

大
学

、
上

智
大

学
招

聘
教

員
）

○
企

業
内

教
育

：
平

田
謙

次
（
エ
キ
ス
パ

ー
ト
科

学
研

究
所

）

●
Q

&
A
、
パ

ネ
ル

討
論

3

教
育

の
情

報
化

の
諸

分
野
 

4

教
材

・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

学
習

中
の

活
動

分
析

・
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

ｲ
ﾝ
ｽ
ﾄﾗ

ｸ
ｼ
ｮﾅ

ﾙ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

電
子
教
科
書

eポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

学
校
評
価
／

IR
ﾗ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ･
ｱ
ﾅ
ﾘ
ﾃ
ｨｸ
ｽ

 
(L

A
)

適
応
型
学
習

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

反
転
授
業

コ
ン
テ
ン
ツ
所
持
が
鍵

教
科
書
／
教
材
会
社

予
備
校
／
塾

教
師
・
学
習
者
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
支
援
が
鍵

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
等

デ
ー
タ
分
析
技
術
が
鍵

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
／

統
計
／
人
工
知
能

自
組
織
の
強

み
は
ど
こ
か

を
見
極
め
て

進
め
る
必
要
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Le
ar

ni
ng

 A
na

ly
tic

s 
(L

A
) と

は

5

●
学

習
と
そ
れ

が
生

じ
る
環

境
を
理

解
し
、
最

適
化

す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
学

習
者

と
そ
の

状

況
に
つ
い
て
の

デ
ー
タ
を
測

定
・
収

集
・
分

析
・
報

告
す
る
こ
と

 (F
er

gu
so

n 
20

12
)

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

デ
バ

イ
ス
で
取

得
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
の

分
析

○
教

育
の

情
報

化
（
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
の

利
用

な
ど
）
で
実

用
化

に
は

ず
み

○
LA

と
呼

ば
れ

る
前

か
ら
、
多

く
の

研
究

者
が

手
掛

け
て
い
る

●
国

際
会

議

○
Le

ar
ni

ng
 A

na
ly

tic
s 

&
 K

no
w

le
dg

e 
(L

A
K

): 
20

11
〜

○
E

du
ca

tio
na

l D
at

a 
M

in
in

g 
(E

D
M

): 
20

08
〜

●
国

内
学

会
・
研

究
会

○
JA

S
LA

 (学
習

分
析

学
会

）

○
JS

iS
E

, J
S

E
T,

 IE
IC

E
, I

P
S

J,
 J

S
A

I等
の

研
究

会

Fe
rg

us
on

, R
. (

20
12

). 
Le

ar
ni

ng
 a

na
ly

tic
s:

 
dr

iv
er

s,
 d

ev
el

op
m

en
ts

 a
nd

 c
ha

lle
ng

es
. 

In
te

rn
at

io
na

l J
ou

rn
al

 o
f T

ec
hn

ol
og

y 
E

nh
an

ce
d 

Le
ar

ni
ng

, 4
(5

-6
), 

30
4-

31
7.
 

LA
利
用
に
よ
る
学
び
の
変
化

6

ク
イ
ズ

 

ド
リ
ル

 

テ
ス
ト
 

採
点

 

理
解

度
把

握
 

状
況

把
握

 

観
察

や
対

話
で

 

状
況

把
握

 

状
況
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
把
握
や

個
別
対
応
が
困
難

ク
イ
ズ
、
ド
リ
ル

、
 

テ
ス
ト
、
行

動
観

察
 

採
点

、
理

解
度

把
握

 

状
況

把
握

 

状
況

に
応

じ
た
教

材
 

提
示

、
ア
ド
バ

イ
ス

 

状
況

提
示

、

介
入

の
助

言
 

LA
研
究

：
目

的
の

分
類

7

R
ec

om
m

en
da

tio
n 

of
 re

so
ur

ce
s

Im
pr

ov
e 

as
se

ss
m

en
t &

 
fe

ed
ba

ck
 s

er
vi

ce
s

P
re

di
ct

io
n 

of
 d

ro
po

ut
 &

 
re

te
nt

io
n

In
cr

ea
se

 (s
el

f-)
 re

fle
ct

io
n 

&
 

(s
el

f-)
 a

w
ar

en
es

s

P
re

di
ct

io
n 

of
 p

er
fo

rm
an

ce
S

tu
de

nt
/ s

tu
de

nt
 b

eh
av

io
r 

m
od

el
in

g

M
od

el
lin

g 
cl

as
sr

oo
m

 a
ct

iv
iti

es

Te
ac

he
r-

st
ud

en
t r

ap
po

rt 
in

 
cl

as
sr

oo
m

M
od

el
lin

g 
of

 te
ac

he
r a

ct
io

ns
Te

ac
he

r’s
 in

st
ru

ct
io

na
l q

ua
lit

y

M
od

el
lin

g 
st

ud
en

t a
ct

io
ns

In
di

vi
du

al
 p

er
fo

rm
an

ce

C
ol

la
bo

ra
tiv

e 
dy

ad
ic

C
ol

la
bo

ra
tiv

e 
te

am

S
tu

de
nt

 a
tte

nd
an

ce

S
tu

de
nt

 e
m

ot
io

ns
, 

en
ga

ge
m

en
t  

an
d 

at
te

nt
io

n

学
習
や

達
成
の
評
価

形
成
的
評
価

授
業
実
施
時
の

学
習
支
援

教
示
型
学
習

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

P
ap

am
its

io
u

C
hu

a

LA
研
究
：
対
象
情
報
の
分
類

粒
度

粗
粒
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
粒
度

分
類

第
三
者
が
参
照
す

る
情
報

LM
S
履
歴

文
字
情
報

挙
動
情
報

生
理
情
報

対
象
の
例

成
績
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ

LM
S
に
記
録
さ
れ

た
履
歴

レ
ポ
ー
ト
、

会
話
の
内
容

姿
勢
、
動
作
、

表
情
、
視
線

脈
拍
、
血
圧
、

発
汗
、
脳
波

取
得
方
法

ー
LM

S
ロ
グ

LM
S

, S
N

S
等
の
ロ
グ

カ
メ
ラ
等

脈
拍
計
等

ｻ
ｰ
ﾍ
ﾞｲ

O
ch

ej
a 

(2
01

8)
主
流

H
an

db
oo

k 
of

 L
A

, 
C

ha
p.

7/
9

H
an

db
oo

k 
of

 L
A

, 
C

ha
p.

11
H

an
db

oo
k 

of
 L

A
, 

C
ha

p.
10

M
ul

tim
od

al
 L

A
D

is
co

ur
se

 L
A

P
at

ric
k 

O
ch

ej
a,

 B
re

nd
an

 F
la

na
ga

n 
an

d 
H

iro
ak

i O
ga

ta
 (2

01
8)

. C
on

ne
ct

in
g 

D
ec

en
tra

liz
ed

 L
ea

rn
in

g 
R

ec
or

ds
: A

 B
lo

ck
ch

ai
n 

B
as

ed
 

Le
ar

ni
ng

 A
na

ly
tic

s 
P

la
tfo

rm
, I

nt
er

na
tio

na
l C

on
fe

re
nc

e 
on

 L
ea

rn
in

g 
A

na
ly

tic
s 

an
d 

K
no

w
le

dg
e 

20
18

, p
p.

26
5-

26
9.

C
ha

rle
s 

La
ng

, G
eo

rg
e 

S
ie

m
en

s,
 A

ly
ss

a 
W

is
e,

 D
ra

ga
n 

G
aš

ev
ić

 (E
d.

), 
20

17
. H

an
db

oo
k 

of
 le

ar
ni

ng
 a

na
ly

tic
s 

(F
irs

t E
di

tio
n)

8
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一
方

で
…

9

●
B

ac
kg

ro
un

d 
Th

eo
ry

 や
仮

説
が

な
い
研

究
も

○
「
こ
の

デ
ー
タ
を
取

得
で
き
る
」
か

ら
出

発
す
る
場

合
も

○
教

育
工

学
、
認

知
科

学
の

先
行

研
究

利
用

は
こ
れ

か
ら

●
デ
ー
タ
の

種
類

や
分

析
手

法
が

一
様

で
な
い

○
統

計
、
時

系
列

分
析

、
D

ee
p 

Le
ar

ni
ng

 に
よ
る
分

類
…

●
教

育
現

場
へ

の
導

入
メ
リ
ッ
ト
の

訴
求

が
不

十
分

○
研

究
者

に
よ
る

 L
ow

-h
an

gi
ng

 F
ru

it 
の

ア
ピ
ー
ル

が
必

要

●
従

来
の

科
目

・
単

元
設

計
と
の

接
続

が
不

十
分

 

学
習
履
歴
分
析
は
教
育
に
ど
う
役
立
つ
か
？

〜
初
等
中
等
教
育
〜

上
智
大
学

 田
村
恭
久

eL
ea

rn
in

g 
Aw

ar
d 

Fo
ru

m
 2

01
9

20
19

-1
1-

13
 御

茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ

10

概
要

●
デ
ジ
タ
ル

教
科

書
教

材
の

現
場

普
及

へ
○

学
習

者
用

デ
バ

イ
ス
＝

「
教

科
書

教
材

の
表

示
用

デ
バ

イ
ス
」
？

■
「
学

習
者

の
活

動
や

状
況

を
取

得
す
る
デ
バ

イ
ス
」

■
「
個

別
の

ア
ド
バ

イ
ス
を
与

え
る
デ
バ

イ
ス
」

●
文

部
科

学
省

「
次

世
代

学
校

支
援

モ
デ
ル

構
築

事
業

」

総
務

省
「
ス
マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
実

証
事

業
」

○
全

国
５
地

域
で
実

証
事

業
を
展

開
、
学

習
ロ
グ
の

利
活

用
も
議

論

●
eL

ea
rn

in
g 

Aw
ar

d 
Fo

ru
m

 2
01

8 
LA

セ
ッ
シ
ョ
ン

○
私

教
育

ベ
ン
ダ
ー
が

実
施

す
る
学

習
履

歴
活

用
機

能
の

紹
介

○
各

種
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
（
順

不
同

）

11

Q
ub

en
a 

(C
om

pa
ss

)

12

●
解

い
て
い
る
問

題
や

解
答

時
間

を
シ
ス
テ
ム
が

把
握

●
間

違
い
の

原
因

を
推

定
、
最

適

な
問

題
を
提

示
(適

応
型

学
習

)
●

状
況

を
ま
と
め
て
表

示
す
る

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
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ス
タ
デ
ィ
サ

プ
リ
（
リ
ク
ル
ー
ト
）

●
講

義
動

画
と
問

題
を

配
信

●
視

聴
時

間
、
解

答
状

況

を
可

視
化

●
概

要
を
レ
ポ
ー
ト

13

●
LM

S
履

歴
情

報
を
分

析

●
受

講
者

情
報

、
教

科
情

報

を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
表

示

●
自

然
言

語
処

理
を
用

い
た

弱
点

箇
所

の
可

視
化

と

レ
コ
メ
ン
ド

14

A
na

ly
tic

s+
（
デ
ジ
タ
ル
・
ナ
レ
ッ
ジ
）

A
st

er
ia
（
Z会

）

●
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
学

習
：
解

答
、
履

歴
、
習

熟
度

等
に
応

じ
た

課
題

提
示

○
英

語
４
技

能
、
数

学
新

系
統

、
総

合
探

求

●
本

来
の

競
争

力
「
添

削
」
に
向

け

て ○
「
わ

か
っ
た
気

に
さ
せ

な
い
」
添

削
で

根
本

理
解

を
支

援

15

イ
ン
テ
リ
ボ
ー
ド
（
レ
ゾ
ナ
ン
ト
）

●
M

oo
dl

e履
歴

か
ら
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
、
通

知
、
レ
ポ
ー
ト
を
生

成

●
リ
ス
ク
学

習
者

の
特

定
、
学

習
者

の
自

己
管

理
支

援
、
教

員
支

援

16

上智大学 田村 参考資料 P26



今
後

の
課

題

●
現

場
の

教
員

に
役

立
つ
提

示
情

報
は

な
に
？

○
潜

在
需

要
も
含

め
た
発

掘

●
LA

の
研

究
で
、
現

場
に
役

立
つ
も
の

は
な
に
？

○
研

究
者

⇔
実

務
者

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

●
デ
ー
タ
分

析
手

法
の

洗
練

○
研

究
者

、
実

務
者

と
対

話
で
き
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

○
統

計
だ
け
で
な
く
、
機

械
学

習
も
活

用
で
き
る
人

材
の

養
成

17

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

eM
ai

l: 
yt

am
ur

a@
so

ph
ia

.a
c.

jp
Fa

ce
bo

ok
: y

as
uh

is
a.

ta
m

ur
a
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日
常

生
活

と
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
１

デ
ー
タ
の

所
有

権
と
倫

理

理
工

学
部

　
情

報
理

工
学

科

田
村

恭
久

1

概
要

2●
の
書
き
込
み
や
写
真
、
コ
ン
ビ
ニ
の
購

買
履

歴
、

の
閲
覧

履
歴

… ○
自

分
が

発
生

さ
せ

た
デ
ー
タ
だ
け
ど
、
企

業
が

勝
手

に
使

っ
て
い
い
の

？

●
「
個
人
情
報
の
保
護
」
と
「
デ
ー
タ
の
利

活
用
」
の
綱

引
き
状
態

○
国

や
地

域
に
よ
っ
て
力

点
の

置
き
方

が
異

な
る

個
人

情
報

の
保

護
デ
ー
タ
の

利
活

用
ビ
ジ
ネ
ス
拡

大
新

サ
ー
ビ
ス
の

創
出

●
○

年
施

行
、

○
ア
ド
レ
ス
や

閲
覧

履
歴

も
個

人
情

報
と
み

な
す

○
個

人
情

報
の

取
得

、
保

管
、
活

用
、
第

三
者

へ
の

提
供

な
ど
に
関

し
て
同

意
が

必
要

○
域

内
個

人
の

情
報

保
護

：
他

の
国

や
地

域
の

企
業

・
団

体
も
責

務
を
追

う

●
日
本
：
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

●
米

情
報
の
種
類
別
に
規
制

○
医

療
、
金

融
、
迷

惑
メ
ー
ル

…
○

の
と
類

似
の

法
案

）
提

出
も

●
中
国
：
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
法

○
国

家
の

安
全

保
障

を
目

的
と
す
る

各
国
の
個
人
情
報
保
護

3

G
D

P
R
：
E

U
域
内
の
人
の
デ
ー
タ
が
保

護
対
象

4

E
U
の

人
の

履
歴

＝
G

D
P

R
の

対
象

E
U
の

人
の

履
歴

＝
G

D
P

R
の

対
象

最
近

は
日
本
の

W
eb

で
も

「
C

oo
ki

eの
履
歴
を
保
存
・
利
用

し
ま
す
よ
」
と
同
意
を
求
め
る
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総
務
省

 通
信
利
用
動
向
調
査

 2
01

9 
よ
り

5

個
人
情
報
漏
洩
の
事
例

6

年
月

企
業

漏
洩

件
数

原
因

20
20

-6
カ
メ
ラ
の

キ
タ
ム
ラ

40
万

件
第

三
者

の
不

正
ア
ク
セ
ス

20
20

-4
C

la
ss

i
12

2万
人

第
三

者
の

不
正

ア
ク
セ
ス

20
19

-1
0

A
do

be
75

0万
件

設
計

ミ
ス

20
19

-9
Fa

ce
bo

ok
4億

19
00

万
件

設
定

ミ
ス

20
19

-8
横

浜
市

大
付

属
病

院
32

75
人

誤
送

信
、
規

則
違

反

20
19

-7
7p

ay
90

0件
設

計
ミ
ス
、
不

正
ア
ク
セ
ス

20
19

-6
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ラ
ン
ド

74
38

件
設

計
ミ
ス

W
ik

ip
ed

ia
 個

人
情

報
漏

洩

●
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
：
各
種
履
歴
や

デ
ー
タ
（
後
述
）

●
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
戦
略
的
活
用
で
、
日
本
は
他
の
先
進
国
に
遅
れ
て
い

る
と
い
う
指
摘
も

●
日
本
の
科
学
技
術
政
策

「
」
で

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
用
を

謳
っ
て
い
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
の
世
界
的
競
争

7

●
匿
名
化

○
個

人
を
識

別
で
き
る
情

報
（
氏

名
、
住

所
等

）
を
削

除

○
デ
ー
タ
主

体
が

特
定

さ
れ

な
い
た
め
、

の
対

象
外

○
デ
ー
タ
主

体
が

不
明

な
た
め
、
履

歴
系

列
が

不
明

、
利

用
価

値
は

低
い

●
仮
名
化

○
個

人
を
識

別
で
き
る
情

報
（
氏

名
、
住

所
等

）
を
別

の
に
置

き
換

え

○
医

療
な
ど
、
デ
ー
タ
主

体
を
特

定
す
る
必

要
が

あ
る
場

合
に
有

効

○
置

き
換

え
の

対
応

表
を
用

い
な
け
れ

ば
、
個

人
を
特

定
で
き
な
い

…
？

２
種
類
の
匿
名
化

8
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●
「
人
が
発
生
さ
せ
た
デ
ー
タ
」
で
は
な
く
、
セ
ン
サ
ー
が
拾
っ
た
デ
ー
タ
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
転
送
・
蓄
積

○
気

温
／

湿
度

／
気

圧
セ
ン
サ

ー
、
人

の
通

過
セ
ン
サ

ー

○
街

頭
の

監
視

カ
メ
ラ
、
自

動
車

の
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
読

み
取

り
カ
メ
ラ

●
上
手
に
利
活
用
す
れ
ば
、
企
業
や
社
会
に
役
立
て
る
こ
と
が
可
能

●
「
デ
ー
タ
の
所
有
権
」
の
議
論
を
複
雑
に
し
て
い
る

Io
T

9

●
「
個
人
情
報
の
保
護
」
と
「
デ
ー
タ
の
利

活
用
」
：

ど
ち
ら
に
力
点
を
置
く
か
、
国
や

地
域

に
よ
っ
て
相
違

●
保
護
の
法
整
備
：
国
に
よ
っ
て
状

況
が
異

な
る

○
：
世

界
に
先

駆
け
て
個

人
情

報
保

護
に
力

点
、
世

界
が

注
目

●
過
度
な
規
制
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る
社
会
・
産
業

の
発

展
を
阻

害
す

る
？

●
今
後
も
議
論
が
続
く
領
域

ま
と
め

10

●
経
済
産
業
省
、
デ
ー
タ
の
利
用
権
限
に
関
す
る
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

●
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
レ
ビ
ュ
ー
、
「
デ
ー
タ
所
有
権
」
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
れ
な
い

●
北
原
宗
律

個
人
情
報
の
経
済
学

─
─
個
人
情
報
の
所
有
権
化

・
財
産
権
化
の
試
み

─
─

経
済
科
学
研
究

参
考
資
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